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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島県農林水産部環境保全農業課の服部です。
本日は、このような発表の場をいただき、感謝申し上げます。
さて、早速ではありますが、福島県のＧＡＰ推進の取り組みについてご紹介させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（４）認証ＧＡＰの取組状況

　その結果、認証取得数は大幅に増加しています。

　昨年度末、１０件だったものが、２月現在で２．５倍の２６件まで増加し、現在取組中の生産者が全て認証取得すると、今年度中に６６件まで増加が見込まれます。６．６倍です。
　認証取得見込の方は、県内各地にいらっしゃいます。そこから、さらに拡げていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真は福島県内の認証ＧＡＰ取得者の一部です。認証者は確実に増えています。
「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ」を応援してください！
皆様、よきパートナーとして信頼のフードチェーンを築いていきましょう！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真は福島県内の認証ＧＡＰ取得者の一部です。認証者は確実に増えています。
「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ」を応援してください！
皆様、よきパートナーとして信頼のフードチェーンを築いていきましょう！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（２）ふくしまの農業の過去と今

　福島県は、食の安全や環境保全に配慮した農業生産が行われてきました。
　有機農産物やエコファーマーでは全国の上位県となっています。
　猪苗代湖をはじめとした湖沼群の水質に配慮した営農等も地域をあげて実践してきました。

　しかしながら、原子力発電所の事故がありました。
　事故以降、様々な対策を講じてきましたが、残念ながら風評は未だ根強い状況です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（３）ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言！
　
　ＧＡＰの実践により、消費者の皆様より確かな信頼が得られることが期待できることから、昨年５月15日に「ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言」を行ったところです。

　宣言には、ＧＡＰ認証取得のプロセスを通して、生産者の新たな誇りに創り上げたい、美味しい食材を食べていただくことにより、国内外に感謝の気持ちを伝えたいという思いが込められています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（２）ふくしま。ＧＡＰチャレンジ宣言後の県内での動き
　ＧＡＰチャレンジ宣言に込めた思いは、しっかりと県内に広がっています。

　既に認証取得している方は、宣言に共感され、先導者として積極的に研修会やメディア取材に対応して頂いています。
　皆、取得して良かった。周りにも広げたいと言って頂いています。

　多くの生産者にも、本県の今後の農業にはＧＡＰが不可欠と共感頂いています。
　研修会等には、いずれも会場いっぱいの参加となっており、各方部でチャレンジが開始されています。

　各JAではＧＡＰ認証取得に取り組むという特別決議を採択頂いており、各地で生産部会による団体認証にチャレンジされています。　
　その他、法人協会等の関係組織でもＧＡＰ推進を事業計画に入れて頂いたり、研修会を開催頂いたりもしています。
　県内小売業の方からも問い合わせ等を頂いています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２　ＧＡＰチャレンジの支援
（１）ＧＡＰ認証取得のための支援
　現在、県では、生産者の方のＧＡＰチャレンジを、ＪＡグループに協力を頂きながら、様々な形で応援しています。
　必要な予算は、国より御支援頂いています。

　具体的には、認証取得に係る費用負担の軽減を図る補助事業や、本県独自の認証制度であるＦＧＡＰの創設、助言体制を確立するための指導者の育成、高校や農業短期大学校でのＧＡＰチャレンジ等です。

　生産者の皆様に直接関係する、費用負担の軽減を図る補助事業については、本年度７０件以上活用頂いています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２　ＧＡＰチャレンジの支援
（１）ＧＡＰ認証取得のための支援
　現在、県では、生産者の方のＧＡＰチャレンジを、ＪＡグループに協力を頂きながら、様々な形で応援しています。
　必要な予算は、国より御支援頂いています。

　具体的には、認証取得に係る費用負担の軽減を図る補助事業や、本県独自の認証制度であるＦＧＡＰの創設、助言体制を確立するための指導者の育成、高校や農業短期大学校でのＧＡＰチャレンジ等です。

　生産者の皆様に直接関係する、費用負担の軽減を図る補助事業については、本年度７０件以上活用頂いています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　さて、我々のＧＡＰチャレンジの狙いは、オリパラ風評だけではありません。その先を見ています。ＧＡＰを通じて農業のクオリティを上げていきたい。そう、強く願っています。
　具体的には、確かな信頼による競争力強化です。
　農業生産の現場のＧＡＰだけでなく、製造・流通サイドでは衛生管理手法であるＨＡＣＣＰの実践が進められています。
　消費者からすると、ＧＡＰだけ、ＨＡＣＣＰだけでは、片手落ちですし、認証や表示という形で、しっかりと消費者へ繋いでいく必要があります。
片手落ちなく、しっかりとしたフードチェーンを構築すれば、競争力の強化に繋がります。
　一つは、持続性の確保です。
　環境や人権等に最大限配慮していこうというＳＤＧｓ（エスディージーズ）に合致した商品を世界的な企業は扱うとされていますが、ＧＡＰはこれに合致すると判断されます。ＧＡＰで、環境や人に負担の少ない持続可能な農業生産とすることが出来るということです。
　最後に、経営継承ですが、ＧＡＰにより、農業経営の点検評価を繰り返すと、資材等の無駄が押さえられ、作業の効率があがり、また、事故も防げるなど、直接的な効果が期待でき、手順等が明確化し、経営の合理化、従業員の資質向上が図られます。
　これらはフードチェーンの皆様も共有できる内容だと思っております。
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